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取得学位

　日本心理学会，日本社会心理学会，日本グループ・ダイナミックス学会，産業・組織心理学会，
American Psychological Association，Academy of Management

・緊急時対応におけるチームワーク関する研究
・企業組織における若手人材の育成に関する研究

特になし

回復期リハビリテーション病棟協会「回復期リハビリテーション看護師認定コース」講師

　九州大学大学院人間環境学府博士後期課程　単位取得後退学

　博士（心理学）　九州大学大学院人間環境学府　2009年4月

　産業・組織心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
・文部科学省科学研究費 基盤研究B 「成員間の『暗黙の協調』を促進し全体的連動を
　創成するチームマネジメントの研究」（代表：山口裕幸（九州大学））における連携研究
　者を務めた。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・人間論Ⅲ
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・社会心理学概論（前期）
・心理学実験（後期）
・社会心理学応用実習Ⅰ（前期），Ⅱ（後期）
・社会心理学Ⅱ（後期）
・社会心理学特殊講義（六）（前期）
・社会心理学特殊講義（七）（前期）
・社会心理学演習Ⅰ（三）（前期），Ⅱ（三）（後期）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

就職委員会委員，キャリア教育委員会委員，ホームページ委員会委員，ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止
相談員，広報担当教員



共著

共著

単著
28 th International
Congress of Applied
Psychology (France)

2014年7月

誠信書房2014年9月

奈良大学紀要2015年3月

不測の事態において，適切な対応を可
能とする高信頼性組織が備えるべき要
件について，定量的なアプローチで検
討した国内外の実証的研究を精査し，
その現状と今後の検討課題について論
じた。

チームワークの影響要因と向上方策に
関する既存の実証的知見，理論的示
唆を整理し，より効果的なチームワーク
向上のための基本的な枠組みを議論し
た。
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下山晴彦（編集代表）
項目執筆「安全マネジメント」
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（学会発表）

①不測の事態に強い高信頼
　 性組織に関する実証的研
　 究の現状と課題
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①Building the basic framework
   of strategies for enhancing
   teamwork

③

④

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①誠信 心理学辞典 ［新版］

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月
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